
面深部との位田関係を検討した.さらに底面から観察

し,庶面深部にあたる領域が側方から診てどの深さに

存在するかを検討した.

結果 :ヒトではほかのほ乳類,さらに霊長煩に比

べて表m迎助や構甘機能の盃要性から顔面皮切や顔面

神経機倍の保頂が血要となってくる.それに適した手

術アプローチとしての皮弁形成は頭丑の形態に形響さ

れ,冠状切開やFacialdismaskingapproachはヒトにのみ

適応可催な皮弁作成法と考えられた.また,ヒトでは

下方からのアプローチが不利な反面,前方や側方から

のアプローチが有利と推察された.

結論 :これらの検討から,顔面深部手術において

はヒトの特徴である大脳化や岨噴筋の萎縮と深い関連

があり,ヒトに有利であったり,ヒトにのみ適応でき

る手術アプロ｣チが存在することがわかった.それら

は進化とともに現れてきた傾向と考えられた.

19EHV-9のコモンマ-モセットにおける病原性

柳井徳磨,児玉煎史 (岐阜大 ･応用生物)

対応者 :後藤俊二

EHV9は, トムソンガゼルの免田脳炎例から分離

された新種のウマ-ルペスウイルスである.EHV･9が

家畜などにおいてエマージング盛典症を引き起こす可

能性が示唆されたが,ヒトを含めた霊長類における病

原性は未だ明らかではない.そこで,其猿類に属する

コモンマ-モセットを用いて,EHV9の感染実験を行

い,その病原性を検討することにより,霊長類に対す

る病原性について考察した.コモンマ-モセット4匹

にEHV9(106p丘l･Imユ)を経鼻接種し,臨床症状を観

秦,剖検を行った.EHV9を接種した全ての個体で,2

日目から食欲低下,3日目から高度な沈哲がみられた.

接種後 4日目には神経症状を示し,昏睡に陥った.級

絞学的には,接種した全例で,ウイルス性脳炎が認め

られた.脳炎は,神経細胞の変性 ･壊死および-ルペ

ス様封入体の形成を特徴とし,喚球および梨状英おい

て認められた.脳病変は生存期間が長かった個体ほど

広範囲に認められ,特に喚脳において高度であった.

免疫組絞学的には,変性した神経細胞,映上皮および

映腺上皮にEHV･9抗原に対する陽性反応が認められた.

按柾個体全例の映球および大脳からEHV･9が分離され,

EHV9特異DNAが検出された.今回,EHV･9がコモン

マ-モセットに劇症脳炎を引き起こしたことから,

EHV･9の霊長類における病原性が示唆された.

20ニホンザルにおける回顧的推論の検討

川合伸幸 (名古屋大 ･院 ･情報科学)

対応者 :正祐侶刀

ニホンザルが,新たに獲得した情報に基づいて,

それ以前に獲得した情報が冗長であるときに,その情

報を捨て去るか (すなわち回府的な判断を行うか)を

調べるための予備的検討をおこなった.回顧的推論に

関する研究は通常 2つの訓練段階で構成される.第 1

段階は 2つの刺激要素 (屈性)で構成される複合刺激

が同時に強化の信号となり (AX+),節2段階でそのう

ち一方だけが強化されて (A+),テス トで他方の刺激要

栄 (x)-の反応が,複合刺激での強化子しか受けてい

ない統制群に比べて弱くなるかがテス トされる.これ

を検討する前に,第 1段階と第 2段階を逆にした手続

き,つまり,いわゆるブロッキング現象が生じるかを

調べた.H16年度で行った実験では,選択刺激として3

次元のオブジェクトを使用していたため,刺激に対す

る反応の偏りが生じたのと,カウンターバランスに不

備があったため,H17年度はそれらを解消するデザイ

ンと2次元の刺激を用いて突放を行った.その括弧

ブロッキング現象が確認された.続いて,同様に 2次

元の刺激を用いて,サルが回顧的推論を行 うかを検討

した.その結果,これらの刺激を用いても,刺激に対

する反応の偏りが生じ,明瞭な結果は得られなかった.

その理由として,第 1段階で 2つの刺激繁栄が同時に

強化されるので,一方の要素に対する無条件性の反応

率の高さがそのままテス トに反映されたと考えられる.

22ニホンザルにおけるMIIC逝伝子多型解析に関する

基礎研究

松原幹 (京都大 ･理 ･人桁進化)

対応者 :松林清明

霊長研のニホンザルを対象に免疫系を規定する

MHC-DRB遺伝子の多型解析を行った.嵐山A･a,

若桜A･B,高浜,小豆島由来 (岡崎 ･有珠)の放飼場

で飼育されるニホンザルを対象に,血紋からDNAを抽

出し,PCR-DGGE法でMHC-DRBを分離,ダイレク ト･

シークエンシンダ法で塩基配列を確認した.145頭から

27タイプの対立迫伝子を確認した.小豆島由来の2群

で個体差が極めて小さく,個体あたり 3-4タイプの対

立遺伝子を保持し,その内の 3タイプは全個体で確認

された.次に多様性が低い群れは若桜由来の 2群で,

16タイプの対立遺伝子のうち,若桜特有のタイプが 5

タイプみられた.高浜群では21タイプのうち2タイプ

が高浜群特有であった.また,今回確認 されたニホン

ザル由来 DRB遼伝子と他の霊長類のDRB遺伝子の系

統関係をみると,ニホンザルと同じfasciculariS系統の
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アカゲザルとカニクイザルのDRB遺伝子と相同性が極

めて高く,100%一致するタイプが 4タイプみられた.

種を超えた(trams-species)類似性は MHC遺伝子の特徴

の一つであり,本研究は生息地が完全に分離された種

間で高い一致性を示す報告となった.

1

23

小野裕剛 (慶応義塾大 ･文)

サンプル提供がなく,本研究計画は未実施

24盃長類網膜の3D培養技術の確立と網膜神経節細胞

の軸索再生促進法の検討

渡部其三 (愛知県心身障害者コロニー発達障

事研究所),市川優寛,松井宏恵 (名古屋大

･医)

対応者 :林基治

【目的】ネコ網膜で確立した3D培養法を霊長類網

股に適用し,網膜神経節細胞の軸索 (視神経線維)の

再生を促進するROCK 阻害剤の作用を検証する.

【方法】輸出した眼球から無菌下で網膜を剥離し,

0.5mm 角の細片にし,細片をコラーゲンゲル内に埋入

して,DulbeccoMEM (無血清)で 14日間培養した.

培弟液中に新規ROCK 阻害剤のY39983を,1pM か

ら100pM 添加した.14日目にパラフォルムアルデヒ

ドで田定し,神経突起を特異的に識別する抗 TUJ-1抗

体 (Alexanuor488,緑色),グリア突起を特異的に識

別する抗GFAP抗体 (cy3,赤色)で,二重染色を行っ

た.

【結果と考察】本年度は 8日令のマカックザルか

ら,1眼提供された.突起伸展の促進は,Y39983の濃

度が lpMの培養から認められた.Y39983濃度が3pM

から10pMで突起伸展が最も顕著で,20pMで抑制さ

れ,10叫 Mで完全に阻止された.この結果はネコ網膜

の培衣と同様であった (ネコ網膜では30pMで完全抑

制されるが,今回は検証しなかった).しかし無添加お

よびY39983の濃度 1-10pMの培養において,培養後

24時間ですでに網膜からの突起伸展が認められ,7日

後から突起が認められるネコ網膜と異なっていた.こ

れらの突起が m J-1陽性の神経突起かどうか,さらに

成体の網膜でも同様に24時間で突起進展が認められる

かどうかは,検証できなかったJさらにY27632を添加

した場合の,突起伸展の挙動も今後の課題である.

25野生チンパンジーメスの育児中の遊動と社会交渉

の分析

浜井美弥

対応者 :M.A.Hu氏11an

タンザニア,マハレ山塊国立公園に生息する野生

チンパンジー,M 集団のオ トナメスを対象とした個体

追跡観察データの分析を行なった.一般的な傾向とし

て,離乳が完全に終わっていない子どもは,母親が長

距離を速く移動しようとした場合,自力ではそれにつ

いて行くことができず,誰かに運搬される必要がある.

そのため,子どもの体重が増加するにつれて,母親の

負担は増加し,遊動速度は低下する傾向がある.また

子どもが親から離れて遊ぶ,採食するなど,独立して

活動する時間割合が増えるにつれて,母親の移動開始

とタイミングを合わせることが困難になり,母子間で

葛藤が生じることも多くなる.このような場面に姉,

兄,母親と親しい未経産メスなどが居合わせ,一時的

に子どもの運搬を手伝うことがあり,そのことで母親

の負担はかなり軽減されていると考えられる.個体に

よる差が大きいため,性別,年齢による違いをはっき

りと出せてはいないが,兄よりも姉のほうが運搬によ

り大きく貢献する傾向が見受けられ,母親の負担もよ

り小さくなっている可能性がある.

26テングザルの社会構造に関する論文作成と音声のl

研究

村井勅裕 (北海道大 ･地球環境)

対応者 :波速邦夫

.研究の成果

Mating Behaviors of･ProboscisMonkey Nasalis

larvatusAmeriCanJoum alofPrimatology(impress)Tadahiro

Murai

Femaletransferbetweenone･malegroupsofproboscis

monkey (Nasalislarvatus)Primates(accepted)Tadahiro

Mural,MaryatiMoham ed,HenryBemard,PatrickAn dau,

RashidSaburi,SeigoHigashi

Rum inationbehaviorofproboscismonkeyNasalis

larvatusAm eriCan JoumalofPrimatology (submitting)

TadahiroMural,TomomiYam ada,IkkiMatsuda,Seigo

Higashi

現在,テングザルのオスの交代,性行動の季節性,

社会構造に関する論文も準備中である.

また,テングザルの音声に関する研究も現在準備

中である.

27チンパンジー幼児における心理的因果性の認識

小杉大輔 (静岡理工科大)

対応者 :田中正之

チンパンジー幼児3個体 (アユム,クレオ,パル)

ー109-


